１．題材名　高等学校第３学年「デートＤＶについて」（内容（２）―ア）

２．題材の目標

○デートＤＶについて知り、人権を侵害する許されない行為であることを理解する。

３．題材について

○題材設定の理由

本題材は、望ましい人間関係の形成、自分の行動への責任感や異性を尊重する態度の育成にかかわる内容である。高校生となり異性との親密な交際が見受けられるようになる。そのような異性との交際の中で、生徒たちが普通だと思っていることが、実はデートＤＶにつながる危険があることに気付かないことが多い。デートＤＶを受けた生徒は心身に大きなダメージを受け、学校生活が困難な状況に陥ったり、将来にわたって大きな影響を受けたりすることが懸念される。

そこでデートＤＶをする人にも、される人にもならないため、「暴力の容認」や「力と支配」の問題や、「男らしさ・女らしさ」の偏りに気づき、交際相手とお互いに対等な関係を築いていけるようになることは、今後生きていく上で大切なことと考え本主題を設定した。

　○本題材の指導
事前に「デートＤＶ意識チェックシート」に記入させることで、自分自身の問題として取り組めるようにする。また、事前に学習している体育科保健領域「生涯の各段階における健康」の内容である「思春期と健康」の中にある「異性の尊重」についても関連づけて指導することとする。本時では、デートＤＶとは何かを理解し、「男性らしさ」「女性らしさ」の中にある偏見に気がつき、男女がお互いを尊重し、豊な人間関係を構築していこうとする意欲を高め、デートＤＶしないために自分自身気をつけることを自己決定し、まとめる。その後、個々のケースに個別指導を入れていく。
４．指導計画

	
	日　時
	活　動　内　容

	事　前
	○月○日　SHR
	○デートＤＶ意識チェックシートに記入させる（資料２）

	本　時
	○月○日　LHR
	○デートＤＶをなくすために男女がお互いを尊重し、豊な人間関係を構築していくことを自己決定する。

	事　後
	○月○日　SHR
	○必要な生徒への個別指導


５．展開例

目指す生徒の姿

	集団活動や生活への

関心・意欲・態度
	集団の一員としての

思考・判断・実践
	集団活動や生活についての

知識・理解

	自己の生活の充実と向上に関わる問題に関心をもち、自主的、自律的に日常の生活を送ろうとしている。
	日常の生活における自己の課題を見出し、自己を生かしながら、よりよい解決方法などについて考え、判断し、実践している。
	集団や社会への適応及び健康で安全な生活を送ることの大切さや実践の仕方、自他の成長などについて理解している。

	　
	主な学習活動
	○指導上の留意点　　　◆評価
	資　料　等

	導入

10

分
	1.デートＤＶについて知る。

〈予想される反応〉

・普通だと思っているこ
とが、デートＤＶにつながる危険があるんだな。

	○ＤＶＤを見て感じたことを自由に発表

　させる。
	資料１「人と人とのよりよい関係を作るために」（ＤＶＤ）


	展開

30
分
	2. デートＤＶを理解する。

〈予想される反応〉

・全部間違いなんだ。
・正しいと思った。
	○事前に記入してあった「デートＤＶ意識チェックシート」の答えの答え合わせをする。
○すべての項目が間違った考えであることを知らせる。
	資料２
「あなたのデートＤＶ意識チェック」

	
	3.デートＤＶとはどんな暴力のことか考えよう。

〈予想される反応〉

・言葉での暴力

・身体的暴力
	○資料２を基に、具体的な暴力の内容について考えさせる。
○これらの暴力は１つだけでなく重なりあって発生することを伝える。


	資料３
「暴力のタイプ」



	
	4.事例における２人の会話の問題点を考える。
〈予想される反応〉

・相手を怖がらせている。

・自分の考えを押しつけて
いる。

・相手をバカにしている。
	○学習カードの事例（２人の会話）の問
題点を考えさせる。
○デートＤＶは暴力を使って相手を思いどおりに動かせるよう、「力と支配」であることを認識させる。


	学習カード

	
	5.お互いに尊重する会話に作り変えて発表する。
	○学習カードのＡ男の会話部分に記入し

発表させる。
	学習カード

	
	6.「女らしさ」「男らしさ」とはどんなことか話し合う。（ブレインストーミング）
〈予想される反応〉

（男らしさ）

・強い、泣かない、活動的
リーダーシップ　等

（女らしさ）

・か弱い、泣く、やさしい
おとなしい、従う　等
	○「女らしさ」「男らしさ」とはどんなことか考え発表させる。
○「男らしさ」はリーダー性や力を表わすイメージ、「女らしさ」はバックアップや従うイメージの表現が多いことに気づかせる。
○個々が持っている女らしさ、男らしさの偏見に気づかせ、その偏見が男女間で力の差となり、ＤＶにつながることを認識させる。
	

	まとめ

10
分
	7. デートＤＶをしないよ

うにするためにこれから気をつけていきたいことを考え発表する。【自己決定】
〈予想される反応〉

・メールの返信を強要しない

ようにしたい。
	○デートＤＶをしないようにするために
自分がこれから気をつけていくことを
具体的に決め、発表させる。
◆【思考・判断・実践】

暴力をなくすために、自分自身が気をつけることを決めることができている。（学習カード・発言）
	


めあて：デートＤＶをしない、男女がお互いを尊重しあえる人間関係を作っていくために大切なことを考えよう。











